
図1-2ｶﾀｸﾁ"仮，稚仔の分布
日鋤稗7零

1－

－49‐



図2

ｲﾜ瀧欝鯛と搬蝉職(撚軸）
◎印は猟累1回…も

1．齢云

大躍薄Sp1ﾉ函函

－釦一



漁況調査

凱妾

毎月下旬、春木、岸和田、泉佐野、尾崎、淡轄の5漁協における坊業漁莱について、その漁場と漁獲

状況を聡取り、通報としてとりまとめ、府下の漁協をはじめ関係先へ送付している。

昭和47年1月～12月の各漁協の瑞業漁業種類と漁況を表に、漁珊を図にし以下に示した。その概

要は次のとおbである。

1．巾着網：6月中旬に出漁し9月下旬に終漁した。漁期の畏かつた46年度（4月中旬～10月下

旬）と較べ3ケ月短い漁期であった。カタクチイワシの47年艇府下総漁獲量は13.7331と、豊漁の

昨年(20.426t)、一昨年(18,267t)に比しかなり減少しているが､ほぼ例年並といえよう。l

統1日あたりの漁獲鉦は、6月、中羽を主体に15t、7月、1,羽、中羽を15t，8月、中羽45t、

9月、中羽、大羽40tとかなD高い値を示している。

今年の大きな特徴としてマイワシがl統1日あたり、6月(BL6～Rem)20t，7月(IOcti前後

4t，8月(10～ISen)o.3t，9月(13～15cm)1tと蚕と堂って漁獲され、府下総漁捜、

で929tをあげ、水産統計にもない現象であった。これは昭和40年以降南西海区で産卵親魚の期加

がみられ、42年から土佐湾周辺海域が主産卵場となってお､b、夏季～秋季にかけ0才魚の来淋があ

ったためであろう。このマイマシの資源水準は上向きの傾向にあり、今後注目される魚極である。

カタクチイワシの90彩強は餌料に、残り¥096弱のほとんどが加工され、一部が鮮魚に、マイワ

シは鮮魚として利用されている。漁場は6月泉佐野～高石沖、7月員壕～堺沖、8月泉佐野～大阪沖

9月堺～西宮沖へと移動している。

2．ばつち網:10月12日から漁が始堂った。岸和田以南の地先漁場へ出漁し、漁期始めは非常な

豊業で、1.000～1,500噂／1.統1日の漁穫があり、価格も100～150円／彫と安かった。その後漁

獲は11月450岬、12月300町と減少し、価格は200～300円となった。12月15日前後にほぼ

終漁したが、昨年に較べると全般に好漁であった。出漁続数もかなり咽え、府下の総漁穫鼠は1.524

tである。

3．小繰調：4～10月に出漁している。コノシロが主体であるが、7.8月にはサバ、タチウオ、

ツバスが漁獲されている。4.5月はl統1日あたりの漁穫鼠は500～1.600海であったが､7～9月

中旬には3,000～30,000K9の鼠があり、コノシロの値が下がり始めたため9月中旬以降8,000彫以

下に漁狸を制限した。大部分関東方而へ出荷されている。漁珊は昨年同椴、岸和田～神戸港沖合にか

けての湾中央部である。

4．小型底びき網：えびこぎ網、仮びぎ網では小エビ麺が好漁であった。えびとぎ網では水棚金額の
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50妬以上を小エビ類が占めている。石げた綱ではガザミが間年漁穫され、10～12月は1統1日

あたり20K'前後の並をあげている。ガザミの府下総漁穫批は昨年の4.5倍にあたる79tである。

貝げた網によるモガイは、むき身となる中貝、大貝の漁獲が主で秘苗用の稚貝、小貝は少ない。その

他の魚棚はほぼ例年並である。

5.定置網：コノシロ(1.4.5月）、マイワシ(7月）、サバ(7月）、タチウオ(7月）零が多獲

されているが、これらの魚棚は外海からの入り込みに依存する回遊魚であるため、非術に不安定であ

る。その他の熱甑はほぼ例年並である。

6．建網：カサゴ、メバル、アイナメ等を対象とする磯建網は例年並、カレイ類を対象とした網はや

や好漁であった。

7．きす建網：4～7月にかけて出漁し、シロギス4～10町の漁獲があり、昨年と比べやや好漁で

あった。

8．流し網：祥木の漁船が地元沖合に出漁、5月にサワラ15彫、8月にはツパス40町、10月に

はサワラ40彫を漁獲した。

9．たこつぼ：ほぼ例年並である。

10.たちうお釣:7～I2月に出漁した。昨年(7～10月）と較べ漁期は2カ月良かったが、漁獲

ttは減少している。7.8月は昨年並の1統1日あたり70～100町であったが、9月以降は25～50

，粥並の15～25Kyである。タチウオの府下総漁穫赴は577tで、昨年の約50彫であった。

11．囲刺網：岸和田の漁船が8月に泉大津～泉佐野の岸寄りに出漁し、コノシロ15彫、ボラ120K，、

タチウオlOK9、セイゴ8K7を漁獲している。汚染しやすい魚樋、漁場を対象として操業しているた

め、年々衰微している漁業である。

12．のべなわ:I．4.5.6.12月に春木、岸和田の漁船が泉大津～泉佐野の岸寄りの漁珊に出漁し、

マナアゴを25～55K’漁穫している。ほぼ昨年並の漁況である。

13．かに述網：春木、尼崎の漁船が9.10,月に操業している。1続1日あたりの漁獲Mは昨年とほぼ

同橡の10彫前後であるが、出漁統数は昨年春木5続、尾崎6統であったのが今年は倍近くにたって

いるぐ
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組合別操業漁業種類昭和47垂
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各月下旬のgさとりによる平均価描円／藍‘
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漁獲物の大阪府下漁業者による地方名と標準和名対象表

軟 体顛魚類
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大阪湾のえびこぎ網漁獲物組成について

林 凱夫

昨年に引き続き同様の万法で調査を実施した。調査最終年であるため、1971～'72年の調査結果の

総合的なとりをとめと、過去の資料（’55～ﾉ56年）との比較を行うとともに､’56年以降の有用小エ

ビ類の漁獲減少についても検討を加えた。

なお調査結果の詳細は大阪府水産試験場研究報告第4号に記載の予定である。

調査結果の概要

1．えびこぎ網の概況

(1)漁期:5月（年により4月）～12月の水温が高く、小型エビ類をはじめとする漁獲対象生物

の活動の活発な時期。

（21漁掲：ほぼ泉大津～明石の線以南の水深10～50mの泥質、砂泥質底の海域で操業している。

'71.'72年における出漁の頻繁な漁場は岸和田～尾崎沖のほぼ湾中央部である。

（3）漁船,:漁具：泉佐野漁協の底びき網漁船を主体に40統前後出漁している。大部分が5～lot

ジーセ・ル15馬力である。他の底びき網（石げた網、板びき網）と比べ水揚げの良い年は出漁統数

が増加し、少い年は減少しており、非常に流動的である。漁具は網口に長さ12m．重さ45噂の鉄

管を用いた袖網の長さ10.5m、袋網の長さ6m，高さ3.6m，目合17節の網を2帳使用している。

（4）操業方法：操業は夜間行い、1回あたり2時間半～3時間半で1日3回の操業である。ひき網

速度はl～2ノットで、水深の浅い漁場は早く、深い漁場は遅い。童た潮流に乗って網をひくため

潮流の影響も受ける。2～3人乗組が普通である。

2．出現種類

出現種類は頭足類4科8種、甲殻類20科46種（エビ類6科19種、カニ類10科23種、シャ

コ類l科4種）、魚類44科85種であった。このうち府下の漁業者が産業上の有用種として利用し

市場に出荷するものは、頭足類の全部、エビ類6種、32粥、カニ類3種、13粥、シャコ類2種、

50影、魚類55種、65形である。なお､この有用種中には他府県では利用されているが、大阪湾で

は弱4個体しか出現しないもの、あるいは希少種であって量的に少ないものは除いた。

この出現種類中には、ヨシエピ、クルマエビ、スベスペエピ、スジエピモドキ、マハゼ等の強内湾

性の翻類から、外洋性と考えられるヒゲナガクダヒゲエピ、ノミエピ、ヒレアナゴ、キントキタ・イ、

あるいは深海性といわれるホタルジャコなどが出現し、大阪湾の漁場環境（湾奥から大阪府側は、水

深20m以下で陸水の影響の強い内湾性の環境であるが、淡路島寄りは40～100mと水深もあり、
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紀伊水道から入り込む外洋水の影響を強く受ける海域である。）に基づく生物的特性を良く表わして

いる。

3．漁痩物組成

'71.'72年の各月を平均した全採典物の類別組成は、両年とも頭足類3影、エビ類43％、シ響

。類6影であり、カニ類は'71年の11影から'72年には85影と増加し、魚類は逆に37形から吏

彩へと減少しており、カニ類と魚類の占める割合がそれぞれ入れ変わっている。このカニ類の増加に

は、’71年から行われた農薬（除草剤）の規制による環境変化が大きく関係していると考えられ、毒

げた網を主体としたガザミの府下全漁狸晶にも、’70年壷での過去5年間10t以下であったのが

’71年には17tとなり、'72年には79tと増加しこの状況が表われている。そのほかエビ類にも多

少の変化が認められる。

種類別の組成について検討すると、頭足類では、コウイカ類、マダコ、テナガダコ等の大型のも垂

が重量組成で大きく、ミミイカ、ジンドウイカ等小型のものが個体数で大きい。エビ類では重量組成

中サルエピ64％、マイマイエピ27影とこの2種で90影以上を占めている。個体数組成において

もこの2種で占める割合は重量組成とほぼ同様である。シャコ類では、重簸、個体数組成ともシャニ

が90％以上を占める。カニ頚では、フクホシイシガニが亜鼠、個体数とも約80妬を占め、次いで

ヒメガザミ、ケプカエンコウガニ、ヘイケガニ等である。魚類には卓越した弧類はみられないが、ラ

ンジクク，イ、イシモチ、コモチジャコ、ゲンコ等が垂、組成で10～20影の蝿囲であった。

ここで表した組成中には、産業的に無価値なものも多く含きれ、漁業者はこの中から産業的価値

（商品価値）のあるものを選別して市場へ出荷する。さた産業的な有用種であっても商品サイズに詮

らないものは除かれる。時期により多少はあるが、漁期を平均すれば全採集物中から市場へ出荷さ至

る割合は、頭足類はほぼ100影、エビ類56妬、カニ類2%、シヤエ類1396、魚類35％で、全体

としては約40影である。残りは船上から再び海中へ投棄されるが、ほとんど死亡している。なお、

市場へ出荷された漁狸吻の組成は漁期の平均で頭足類10影、エビ類62形、カニ類1%．シャコ謹

2影、魚類25％である。

4．過去の資料との比較

’55，，56年に内海区水産研究所の委託により当水試が実施した大阪湾底びき網漁獲物調登（えひ

こぎ絹）の調恋結果と以下に比較を行った。左おこの時はエビ類を主体とした馴迂で標本船からの冒

貫目（3．75彫）内外の資料採集と漁業日誌の記帳、豊豊とりによって行なわれたものである。

（1）漁場：水賛汚濁等の影響により、湾奥部寄りにあったえびこぎ網の主漁場が現在では湾中央琴

へ移動している。

（2）出現蔀類：資料採集量が異なるため、55～'56年に比べ’71～’72年は多く出現している
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'71年にはカニ類の減少、魚頚
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ヤコ1T96、アカエピ1396、スベスベエピ1096、マイマイエピ296であったのが、鋤'71~

’72年にはサルエピとマイマイエピの2甑で90％以上を占め、トラエピ、アカエピ、エピジャヨ

等は2％以下とたっている。魚類についてはイシモチ、ゲンコの増加が目立っている。他の項目に

ついては比較の資料に乏しい。

(‘l）漁獲量'55～'56年の標本船（えびこぎ網）における1日あたりの平均漁痩髄（市場に出荷

した漁護物）は167K9で、そのうちエビ類は68tyであった。'71～'72年のききとりによるえびぞ

ぎ網の1日平均漁獲風は66K'、エビ類は40Kyである。55～'56年の標本船は他の漁船の1.5

倍近く漁狸篭があったということであるが、それにしてもかなりの漁穫減少である。

5‘有用小エビ類の漁獲減少について

大阪湾の小エビ類のうち産業上の有用唾として利用してきた主な種類はアカエピ、トラエピ、サ‘;，

エビの3極である。このほかキシエピ、スベスベエピがあるが量的にはわずかである。アカエピ、号

ラエピ、サルエピの3甑は混渡され、漁業者も特に大きいもの以外は大部分を選別せずに出荷してき-．

る。きた漁鱈充計上は雑エビとして記載されている。この雑エビ、すなわち有用小エビ類は'55年の

1.300t，'56年の1.700tから、71年の400t,'72年の580tに宮で減少している｡なおこの間の壱一

エビ類に対する漁獲の強さはほと,〈ｨど変ってお､らず、漁狸儲がほぼ資源の動向を示していると考え塁

れる。そこで調査結果から、有用小エビ

類中に占めるアカエピ、トラエピ、サル

エピの組成割合を推定してみると、アカ

エピ、トラエピの2種で’55年には75

％（約1.000t)、"56年には80％(約

I.400t)を占めていたのが、､71年には1

96(At)以下、'72年にはA96(.231)

となっている。このアカエピ、トラエピ

の減少が有用小エビ類の漁渡減少の原因

と考えられる。

小エビ類の生息適地については'56*『わ

笠岡湾、’63年の大村.湾での澗斑報告も

あるが、’70年、’71年の大阪湾での漁

区別試験操業の結果に遮ると、アカエピ

とトラエピの湾内での出現数は少なく、

漁場も限られているが、サルエピは出現

慨も多く、湾全域に分布しており、この

L釦Oﾄー
ｱカエビ

ﾄラエピ

サルエビ
漁
狸
愛
潅卜

l‘000卜

億500卜

､凸■酉■_｡､

O 一

⑧55．零・'60"65・71．72
辱

図3大阪府にお耽る有尉l江E類醗磯量ﾋｱｶｴピ､トラエビ

出唾ビの割合の…化
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3m中では股も環境の愛化に強いといえる。したがって漁場環境悪化により，師年以降アカエピ、ト

ラエピの生息髄が激減し、サルエピは以前の状態を維持しているものと考えられる。

閏’55,,56年の調在ではエビ頚の種類査定を安田の方法に従ったため、アカエピ(Metapenaeop-

sisbarbat)とI･ラエピ(M･acclivis)が入れ変って記軟されている。本文では訂正し

て記戦した。なお、この2mは区別し難いためかなり混同されているものと思われる‘
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魚介類の卵・稚仔期における濁りの影響について

田俊一

この実験は日本水産資源保護協会の依託により、南西水研、関係6水試、および3大学で実施した本

四架橘漁業影響調盃、47年度、生理生態班の課題研究の一つで、工事中に生ずる濁りが魚介類のふ化

おエび成長に及ぼす影響を推察するための資料を得るために行ったものである。詳細は本四架橋漁業影

響調盃報告、第4号（48年7月）に報告している。

I.ふ化について

クロダイの卵を供試してカオリン濃度O～800ppmの海水中でのふ化率について2回の実験をF

った結果は第1図のとおりである。この結果から対照区を100とした場合の両実験、各渡度区のふ報〃

率指数を示すと第1表のようになる。

第1表カオリン濃度とクロタ･イ卵のふ化率指数＊

ルー愛‐塑皇喫一謹一※
_TOOO

……函…
V

カオリン渡度（p〆､j

第1国力大リン銀座Zｸ1ｺ鋲循ﾛのふｲ坪

澱．”“”“'"曾"‘"‘'"”
110098.897．597.595.490.687．156.5－一

II100一一一一価4.2(褐.565.662.751.4

*図Iの0ppmを100としたときの両実験における濃富

別の指数

2．成育について

クロダイ准仔を供試して、大阪湾海底泥を漉度0～400ppmとした海水中で7日間､投餌飼育後の

生残率、平均体長、および成長量を比較した。実験はふ化後の経過日数を異にする4群（20日、28

第2表海底泥濃度とハマチの生残および成長(15日I敵

#鍔骨

胤誰=ご|：
蕊匿震三識

迩圃姪亘哀(p声、】

寵2図窪角郡函慮ﾚ麺難鰯｡…〔●1戟畔翼翼．
』虹j驚錘。）
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日、50日、58日）について行った。結果は第2図に示すとおりである。

，､マチを供試して、海底泥0～1OOppm濃度で15日間飼育した結果は第2表のとおりである。

クルマエビ稚仔を供試して、海底泥0～IOOppmの海水中で、32日間および34日間の投餌飼

育を行った。結果は第3図に示すとおりである。

ヨシェピ稚仔についてもクルマエビ同様、31日Ⅲiおよび28日間飼育した結果は第4図に示すと

おりである。
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鴇3図

3．総括

実験結果から影響浪度を要約して表示すると第3表のとおりである。影響濃度が魚種により、をた

調査項目によって相違する点について、その生態的特性から考察を加えた。

第3表卵・稚仔に対する濁り物質の影響農度

函穐

10～60《[）～80〔

D～4【）岨

;）～10【毎底加

］～101

？は実験範囲内では影響はみられないが、それ以上の濃度では影響があるかも知れぬことを
示す。
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クロダイ種苗生産試験

1）種苗生産技術開発試験

小菅弘夫・石渡阜

昨年度にひき続きクロダイⅧ苗の大儲牛産という立場から、その方法技術について試験検討をくわ真

た。

1．親魚、採卵

親魚は近醗大学白漫実験鴫で飼育していた20尾を用い、受精卵は自然産卵によって採取した。異

卵は昭和47年4月16日、I7日、20日の3回行い、いずれも卵は2～3万粒//の密艇でビニ

ール袋に入れ約3時間の輸送の後、パンライト製1トンタンクに3～12.5万粒を収容した。さらに

4月20日、5月23日に兵叩県津名郡五色町都志漁協にお､いて刺網で漁穫されたクロダイ親魚を震

い、乾導法および湿導法によって採卵した。採卵後、受精卵をビニール袋に入れ約5時I.'ll輸送の後、

パンライi-'Wli．ン荻ンクに収容した。

2，ふ化

受梢卵は17.0～19.2℃の水温で受精後10～51時間でふ化した。白浜で採卵した卵のふ化率は

72．5～94.7％と高かったが、都志で採卵した卵ではふｲl津は0～30形と著しく劣った。

3．仔稚魚の飼育

白浜採卵したうち高密度（12．5万粒／トン）に収容した区は、ふ化後2日目に3～5万尾／トン寵

拡大した。ふ化24時間後に飼育水にマリンクロレラを4×io'個/CO.入れ、以後この漫艇を保つ

ため適宜クロレラを補充した。

餌科としてはふ化後30日目誉では主にシオミズツポワムシを朝夕2回投与した。投与髄はふ化後

10日雀では1回当り0.5～1flS/c.c,30日をでは1.5～2.5個/c.c.になるよ･う与えた。

堂た、ふ化後18日目から30日までは、ふ化直後のプラインシュリンプのノウプリクスを1.2-

4万個/hン、朝夕2回投与した。さらに、ふ化後20日目から魚肉およびエビ肉のすり身とウナ臭

シラス用配合餌料とのねり餌をネットに塗抹するほか朝夕2回水溶液として散布した。
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クロタ・イ飼育経ヨ

4．滴要

(1)昨年度にひ自続さクロタ・イの稲苗生産試験を行った。

（2）採卵は白浜における自然産卵と、淡路島における人工採卵の両方を行った。

（3）ふ化率及びその後の飼育成績は自然産卵のものがはるかに良好であった。

（4）将来の自家採卵に備えて親魚の飼育を開始した。
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2）クロダイ飼育と生活空間について

小菅弘夫

各甑魚類の甑苗生産試験が行われていく中で成長、歩留りの向上を計る一方、安定した生産体制を誤一

るととが望室れている。成長、歩留りについてはいろいろな飼育環境条件が影響することは言う堂でも

ないが収容密庇もその－つである。限られた施設および人的努力に頼らざるを得ない蹴境にあっては透．

密度飼育による大厭牛窪の必要性が生じてくる。

しかしながらその収容密度については今なお経験的に処理されている場合が多い。そこでどれ程の高

密度飼育が可能であるかを知るとともに、より効率の上い翻苗生産体制を得るための規模を検討すること

を目的として成畏段階別における生活空間について実験塑的脱棋で試験を行った。

I.供試魚

試験に供した仔稚魚は昭和47年4月16.17の両日近蛋大学白浜実習場にて自然産卵された卵を当

水試においてふ化、飼育したものを用いた。

2．試験方法

試験は成長段階を3つに分け行った。第1段階はふ化後5日～12日、第2段階は17日～24日

第3段階は29日～36日である。各段階での供試魚は飼育条件および成長をできるだけそろえるた

め同一タンクのものを使った。収容尾数については現在行われている種苗生産規摸をもとにその前後

をもうけた。

即ちふ化後5日からの第1段階では、1トン当り3万尾を埜準とし50cc当り0.5.1.5,5.0の

3区に分け、第2段階では50cc当り0.2.0．5,2.0,第3段階ではさらに密喚を下げて50cc当

り0.1,0.2,1.0とした．

また、収容水槽についても4個の異なった水槽をもうけたが、これは全段階を通して同じものであ

る。62水棚(20CTn×20an×Idem)、10/(2-1an×2‘1“i×20cm)、30C(直径38an、高さ

30”）、60/(80ob×60cm×40an)で収容密度と水柵容悩の条件を合せl試験段階について12

個の水柵を用いた。

3．莞

(1)ふ化後ら日よりの試験結果

試験に供した仔魚は直径0,85～0.93mmの浮上受梢卵で受精後約40時間でふ化、ふｲﾋ時の体長

は約2．5〃!'"である。初期餌料としてはふ化後約24時間にマリンクロレラを30万/℃cの浬度
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になるよう入れ、さらに3日後よりはマリンクロレラで栽養したシオミズツポワムシをl～2個

/cc/tonの靴で投与した。このように1トンタンクで飼育されていた仔魚をボール容器で取り試

験水槽へは水温径が0．5℃以内になった時点で注意深くガラス管で取り収容した。試験開始時の仔

魚平均体及は約3.0通あった。

各水槽での減耗は、ふ化後間もないことでもありその取扱いに影響されることが大さいと考えら

れその影響は収容後4日目において全水槽に一様な減耗傾向がうかがわれた。

この時期においては死仔魚の分解が早く死亡未確認の減耗があったがこれらをも死魚として取扱

いその結果を図-1.2に表わした。

図ではこの時期のものの歩翻りについては規則的な結果は認められなかったが成長については収

容密度との間に明らかな関係が読みとれる。平均体長の増加は表Iおよび図3の通りで各水槽とも

低密度区で高い噌加を示し、

特に30/の0.5&/50CC区

では7096の増加を示してい

る。この時期において各水槽

間の同収容密度の咽加率を見

ると高密度区の5．0尾／50

cc区では6/区の2535-

10/.30/区の35*、1.5

尾/50CC区では10/区の

35％～30/区の51%、

0.5尾/50cc区で602区の

45影～302区の70妬と密

度による差は明らかである。

ふ化後5日よりの収容密度

試験において、歩岡り成長の

2点を合せて考えれば、初期

の収容密歴としては1．5/50

cc～0.5/50CC,つ戎り1

トンに対してふ化仔魚で2～

3万尾が適当と思われる。

仔魚0減耗伏蝕(確認…“り）図-I
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ふ化後5日目の収落
密度（尾/socc:

終了時の平均体掻
(M)

成長率（形I

ふ化後17日目の1
容密度(尾/印“）

終了時の平均体f
(麺）

成長率（形：

ふ化後29日目の4
容密度(尾/50cc)

終了時の平均体長
（画

成長率（先

第1表各試験区に主、ける成長

60/区 10/区 30/E

0.§ 1.｛ 5.I 0.5 1.I 5.0 0.5 1.5 5.0

4．1 3.1 4．71 4.’ 4.C 5.104．1 4.0

1ぷ 12 1 13 171 15 1

0.2 0.5 2． 0.2 0． 2〔 0.2 0.5 2.〔

6．35 5．956．： 7.馴 6., 6.6 6.5モ 6．47 5.E

139 13 13 I 14 141 M 12

0. 0.2 1.0 0.I 0. 1.（ 0.1 0.2 1.（

9.3 9.1〔 9．25 10． 9.f 8.i 9．058.9（ 10.

147 14: 14 1 15 13 142 1‘ 17

60/E

0.5 1．1 5.0

4．1 4. 3．91

14 13 13C

0.2 O.I 2.C

6.5（ 5.I 5.7

1. 12f

0.1 0.I 1.（

9.5（ 8.〔 9．2

1‘ 14 14｛

試験開始
時の平均
体長、

3．01

4．5

6．35

(2)ふ化後17日よりの試験結果

ふ化後17日を迎えた仔魚は成長の差がつきはじめ3.9～5.5wの幅を持った平均体長4.6の

ものである。摂餌量も増し、投与量は毎日1回4～53/cc/tonとなるようにシオミズソボワム

シを与えた。ここで供試した仔魚は前期と同じ1トンタンクで飼育されていたものの中から任意に

取ったものであるが試験槽での収容密度はやや下げ0.2/50CC,0.5/50CC,2.0/50CCとし

た。

この段階においても収容後数日|Mの減耗は大きく、この要因として考えられることは取上げと収

容時に与える仔魚への衝撃ばかりでなく、環境変化と収容密度に加え成長差や行動範囲のせば童り

が新しい縄張り意識を思わす行動を起させ、共喰いを誘発するのではないかと考えられる様子が観

察された。その結果が図-2ty>見られる。6/,10/と30/,60/の2組に分けた時、同じ収

容密度であっても容積の大きいものの万が歩留りが高くなっていることは、行動不安定の程度の差

を示し、戎た高密度収容が一槻の共喰いの発生要因となっていることを推察させられる。

成長については前期の傾向と同じように、収容密度の高いもの程、成長率が低くなっていること

がよく判る。（表1，図8）成艮の著しいものは10/容積の0.5尾/50ccで71粥であるが、こ

れは歩留りの低かったことと、小さい容積で生じる摂餌機会頻度の多いことからくるものであろう

と思われる。その他の区の成長率を見ると2.0尾/50cc区では22*～46%、0.5尾/50cc区

では28％～50*.0.21S/50CC区では39*～71*と収容密度の低下が成長の増大に影審し
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ていることがうかがえ墓

ふ化後29日よりの結果

ふ化後25日を経過する頃には仔魚の遊泳行動は勿論のこと摂餌もさらに活発となり、ワムシか

ら魚肉へ転換するための準備期間中であるため、餌としてワムシを1日2回それぞれ‘1～5コ/cc

/ton与えるとともに魚肉をも併用して与えていたがきだ魚肉を食べることは少ない。きたとの…

特徴としては成長の差が著しく、共喰いに主る減耗が多い時期である。

今回の試験に供した仔魚も前2期と同様1トンタンクで飼育中のものから任意に取り上げたもの

であるが、成長の後はさらに大きくなり4．2唾～7.8砿と2倍近い差が兇られ平均体長は6.35=雪で

あった｡収容密硬については第1期の号､第2期の号としたため50cc当りの収容尾数は0.1尾／
/50CC,0．2尾,/50cc,1.0尾,/50ccとなった。収容後数日の減耗は前2ﾘﾘ}より＄さらに大2

<、これは前期にもその徴候が見られたように蝿張意識に似た行動からくる共喰い心理と､さらに大

さくなった成長控と活発な餌料要求に起因したものと思われる。試験終了時の歩翻りは前期ほどの

大きな差はないがやはり収容密庇の小さい区ほど大きく、どの容積でも段階的傾向が認められるc

とのことと前川の歩留りとを合せて判断すると、一応仔魚の撰別、分散の適期は両川のⅢj即ちふ化

後18日～25日の頃にあると判断してよかろう。一方成長について見ると、前2IU!と拠り成艮錐

も少なく62区ではほとんど同じ、10/区では前2期と同じく収容密幽の低い狸成腿はよく、80

2区では逆に密匪の一瀞高い1.0尾/50CC区が71*と最高の成長率で0.1/5000,0.2/50

ccは殆んど同じ、60/区でも0.2/50CCがI.O/50ccよりわずかに勝今ているが大差はない‐

このように前2期との剛に異った成長率倒句がうかがわれ、しかも3噸の収容密艇間の差が少なか

ったことは、ここで比較した収容密匪がこの時期における収容密度のある限界内に包括されたため

と思われる。

4．総括

ふ化後5日目よりの結果からは成長、歩留りとも低密度区のものが勝ってはいるが、この時期で夫

切なところは歩留りの向上と成長差を少なくすることにありこれが煎苗生産技術の向上につながる亀

のであろう。このような意味からすれば図I-I,2に見られた1.5尾/50CC,と0.5)t./50ccの害

者の歩留りの差は6/,10/区と30/.6Of区の間では明らかだが30fと60('区では顕普な差

であるとは認められず、成長幅については図一3のように逆に小容祇の低密唖区で小柵の傾向を示し

ている。これらのことを総合すればふ化仔魚としての収容密匝は1トン当り2～3万が過当であると

思われる。ふ化後17日からの結果でも62,102区と30/,OOC区との'.'11に歩刷りの麓が生じ-r

いる。しかしながら29日からの試験の歩留りし“種差は認め難い。この服因の一つとしては仔魚:'色

与える生活空Ⅲ|の影聯とエァーレーションなどの物理的影響に対する抵抗力の秘さがあげられるで_手
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ろう。堂たふ化後25日を過ぎ魚肉への転換か可能となる頃にお､いて生じる、成長の差による共喰い

を防ぐ一万法として撰別と分散飼育が必要となる。その収容密度としては今回の試験より一応1トン

当ウ2.0001E印j後が適当と思われる。

3）クロレラの計数法について

小菅弘夫

昨年の「飼育水としてのクロレラ濃度」の試験において、とくにクロタ・イふ化直後より一定期間は餌

料的な意味および水質管理面などにクロレラ濃度の管理が重要なポイントとなることがうかがわれた｡

そこで大量樋苗生産を進めるうえでの管理省力の万法として比色計によるクロレラ漉度の測定について

検討した。ここで川いたクロレラは当水試でワムシ培養および仔稚魚飼育に用いているマリンクロレラ

である‘

1．波長の決定

をず各波是に土､ける吸光度を調べピークを

調べた。

吸光度のピークは図-1に見られるように

ASOmftと680加及の2.点で見られるが、安

定性より680m〆を選んだ。
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2．クロレラ濃度と吸光度の関係

比色計（日立一堀場波長680'"災)でク′

レラ培錠原海水および希釈クロレラ海水の吸

光鹿を測定する一方、同漠度液をスライドニ′

ラスにのせ顕微鏡の一視野クロレラ数を計数

した値をグラフ上にスポットしたが図一2の

ように相関関係が得られた。

図2クロレラ数と吸測腰の賜線

Ⅲ
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趣
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誰
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クロレラ敏〈x，砂ﾉmij

3．放個時間と吸光度の変化

上にのべてきたように比色計（波長680m/)T-

のクロレラ測定は可能であることが判ったが、サ三・

プル採取後どれくらいの時Ⅲ|内で測るべきかを知る

ため、放置された状態にし10分間隔で測定した悪

果、図－3が得られた。採取後30分間は変化は乞

いが40～50分で吸光値がやや下っている。した方：

って採取僕30分以内に測定すればクロレラ測定詮

は変らないとしてもよいと考える。

（注：図3の吸光度が図1,図2の値と違っている錘

はSample測定日が違ったため）

図3マリンクロレヲのI態光塵と放董時間
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ヨシエビ種苗生産試験

博時岡

クルマエビ種苗の大賦生産技術はすでに確立され、養殖用あるいは放流用樋苗として各地で生産事業

化されているが、ヨシエビの甑苗牛産に関する試験は、クルマエビに比較して小型で商品価値がやk低

いためか、あ室り試みられなかった。しかし近年地域の特性等から2～3の府県で実施されている。

当府においても底びき網漁業の主要魚種であり，大阪湾の底質環境等から栽培漁業の放流適極として

種苗生産技術開発試験を43年度から着手し、45年度から少数ながら放流できる左でになり一応大量

生産の見通しを得た。しかし、なお歩留の向上、ミシス期以後の餌料、早期生産等の問題点も多いので、

前年度に引続き7月～8月（第1回）、9月～10月（第2回）の2回試験を実施した，

その結果（第2回目を主とした）概要は次のとおりである。

1．材料

（1）親エビ

種苗生産試験に使用した親エビは、9月1日府下泉南郡阪南町箱作下荘漁協の底びき船（石げた

網）で漁獲されたものである。

親エビの選別は背側より卵巣を透かして暗緑色をたは暗褐色を呈し卵巣の輪郭がはっきりした活

力良好なものを選んだ。税エビの輸送は2トン積トラックに0.5トン、パンライト水槽を積み、こ

れに親エビを収容して輸送した。その所要時間は約20分間であった。

なお、供試親エビの大きさは平均体長132.8m、平均体重33.89である。

(2)試験池および飼育水
図l滅疎池略図

試験池は屋外コンクリート池8.0m×2．6m単位Cm

X1.7m(満水水位1．5m水量約30トン）で

その構造は図lに示したが、底面には通気用と

して塩ビパイプ（①20m）を配管敷設した。

(1池通気口12個）試験に使用した飼育水は

給水栓に150目の化繊網の袋を取り付け、これ

によりろ過した海水を使用した。

平面図

憲緬

:諦衝。
ロ百二I
、
●
寺

ー

2 ．方法

（1）産卵

前述の試験池に水位1m注で給水（水量20トン）し9月1日17時下荘漁協より輸送した親エ
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ビを9Ocm×6Oon×60onの生管篭（鉄枠、タキロンネツト8嘘目張り)4個に6尾づつ計24

尾収容し池中に垂下して、ゆるやかな通気を行いつつ産卵せしめた。

なお、産卵した親エビは収容後4日目に取揚げた。

(2)餌料および飼育

ふ化ノープリウスが確認されたら直ちにゾエア期の餌料である珪藻を繁殖せしめるための栄狭塩

類として硝酸カリ409、第2燐酸ナトリウム41、を適時試験池に投入し、ミシス期雀で珪藻

（スグレトネーマが優占m)を繁殖せしめた。この外少髄の醤油カス(59/トン）をも投入した。

ミシス期よりプラインシユリンプノープリウスをポストラーパ期4日目戎で投与したが、1日の

投与盤はプラインシユリンプ卵約501であった。

なおこの頃には池中に微生物も多く繁殖し、これらもミシス期の餌料となっているものと思われ

＝

ポストラーパ期に変態した後は池水を少しづつ給水しポストラーパ4日目から流水にして雑エど

のミンチ肉を1日2回投与した。

3．結果と考察

（1）産卵、ふ化

産卵は親エビを収容した当夜の8時頃から行われ、その夜に最も多く産卵し、2日目の夜にも産

卵したものが見受けられた。産卵に供した親エビは収容4日目に全尾数を取揚げたが、その産卵率

は表Iに示したように83．3彫（24尾中20尾産卵）であった。

ふ化は翌朝（9月2日)I0時に確認された．ふ化したノープリウスの計数は北原式B号採水器

で池の表層と底層より1/づつ（計7/)採水しノープリウス数を調べた。その結果1/平均9里

尾が確認され、この時点での総数は表lに示したとおり約188万尾であった。

月I 親エビ数

7．2 I8

9． 24

表1産卵尾数とノーブリウス穀

産リド

親エビ数

1：

2（

平均体Ⅲ

(9

35．

33．

産卵率

66．

83．

ノープリウ

(M)
千尾

2.100

1．880

産卵した親

1尾当りのN

数千尾

16

9，

備考

親エビ1尾から得られたノープリウス数は94.000尾となり低い値いであるが、これは1部放巽

(卵巣内に卵を産み残しているもの）を含むことや、ふ化率、ふ化直後のへい死等にエるものと毒

えられる。

試験池の表層と底屈にお､けるノープリウスの分布尾数の差は、池が浅い（水深1m)のと通気を
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行っているためか認められなかった。

(2)成長

ふ化機の飼育繰過は表2に示したとおり水温が28℃前後で餌料も適当であったためか各変態ス

テージを順調に経過した。

月E Stage

9．1

10時ふ’

Ni

10

11

12 P

13

14

15

16

17 P

遥 P
15

10．2§

表2飼育経過

平均

体長

、、

0.8

0.9

1.3

1.8

2.3

2.3

2.9

3.1

3.2

5.:

16.‘

尼散

尾／2
（平勤

94

5I

3I

3’

2I

21

31

21

窪を

和

1380

1.100

76

74

560

440

140

餌 料

硝酸カリ飼育水に対し

2ppi
第2燐酸ナトリウムに対

し0.2ppm

醤油粕1008投入

硝酸カリ〃
第2燐酸ナトリウム〃

〃

〃

Bs-N投与

〃

唯エビのミンチ投与

雑エビのミンチ投与

q

一別一

水藍

(13時

1

28．4

28．4

28.’

27．4

26.［

26.§

25.§

26.（

25.（

備考

親エビ24尾
収容171

親エビ除去

繊毛虫顛多し

■一

〃、0

オリノデスヵフ

発生多1

池水満水にす屋

台風20号に
り1部流出

稚エビは池底
池側而に定若す

取制



すなわち、ノープリウ乳は2日間で純過してゾェフ'に班態したか、このV.v|li|;.Ji：溌鋤Hfil]r,‐

ため排濯口から蕊を長く‘抑､て瀧泳するのはクルマ:.ビと伺胤．‘らも．ノ．.『Vi(fll.l4II剛に;1，Ⅷ

してミシスに変態した。ミシス期は3日間で軽過してが久＋ラバになった

各変態ステージの大きさは図2に示したがノープリ17〆は休止0.25-i0*ソiVillii;i,S-

1.8蝿、ミシス期は2.2～2.3'*C後期欠測）、無弐トラーバ期:：2．8－3．2“《F:1．を‐』．．.'．．

エビと比較してかなり小さい。

その後の成長について(-1，9月16II台風2owの来襲により9i]21II篭く．欠測したか9Ii25

日(Pl5)には平均体長33zg（体農42～GS-'に成長した．J-↓後わ吸悠､11.43．（.･1．・

りで10月25日取揚1時の大きさは平均体埜16．7鱈廟（伸壁12．0～23．3厨厩):あ・"た傷il'llﾊII

（9月25日～10月2511)の水温は図3にある.kうに24℃～21f(1SH.'jjfllルヒノと低い崎曙

であったためか成長鹿が悪く、ふ化から55H間を徴して前記の戒!<>*>-た｡

なお、過去数回の高温期に育成した爽峨例からみてｲ,クルマエビの成lをよりぺ，、おとるエうに忠か

れえ

函ろ当誕迄謹話のL轟掻と…〔13痢鯛虻つ
』
侭
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

図
体
、
４
３
２
１

幼生の六涯弓一

p，．．e未螺

府一ノ.ノロル
振動

25℃

Z-‐,ノョー

似．息華 2QO＝

NFzi･諏'一P0－－面砲
25麺5101520全学

ﾄｰ9月－－－1－10門一一一

'3）歩留

牛産弧程（ノープリウスーポストラーバ）での歩留は図'1，火3に不Lたが、ノーブリウスからシ

ェアに変態する間の減耗が特に著しい。ふ化ノプ図4副xと塞産銅好』“ける或舞
嬉往や

ﾘウス(188万尾)に対するポストラーパ！～2の万墓
200

生残率は23．4影、平均体長16.7砿の取揚時には

7.4％の生残であった。
0毒

との試験池（30トン)における総生産尾数域約川

万尾で、トン当り4.700尾の生産凧となった。
123456789101112

左方、今年度の総生産尾数は30トン池2面（7－Nl－Zl－－M,P,

月，9月各1而）を使用し約25万尾で、府ド阪南町地先に放流した。
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表3ふ化から放流時室での歩留

9月21日取揚体長2～3cm

10月25日′ノ平均体艮16.7

擬’

ら％ワ
グヴ、一

(4)種雷牛産渦程における生態的時敵について

i.クルマエビと比較して底着性が早いようで、ポストラーパ変憩後5～6日目頃にそれ誉での浮

淋生活から急に池底や池側面に定着するようになる。

ii・椎エビ(5～15)の体形のうち体長と体皿の関係について特に調べなかったがクルマエビ

の同じサイズのものに比較してズンク･リ型をしている。

ifl.体色については、椎エビ期(5～15W)には茶隅色のマタ･ラ模様が"､ツキリ現われるが大き

くなるにつれて薄くなり、小さい薄い斑点模様に変化する。

4．要約

(1)府下壷親エビを用い9月1日～10月25日戎で薗苗生産試験を行い次の結果を得た。

（2）30トンタンクに親エビ24尾を収容し、平均体長16．7mの椎エビ約14万尾を生産した。

（3）生産方式はクルマエビ種苗生産方式と同様である。

（4）生産過程で最も減耗の著しいのはノープリウスからゾエアに変態する時であった。

（5）ポストラーパ5～6日目で底陵生活へ移行した。

参考文献

1．水産増殖叢書19

クルマエビの養殖技術に関する諸問題

2．西海区水産研究所研究報告30号

有明海におけるエビ、アミ類の生活史生態に関する研究

3．兵庫県立水産試験場事業報告

昭和38年度別冊願1

4．山口県内海水産試験場調査研究業績第8巻第1号

周防漣産ヨシエピの生態

－82－

月［
親エビを

修

ふ化
ノープリウス

(N)S

生産尾数

Pi~ 取揚時

Pi～2/1

I

取揚/Pl~

グ
臼
〃

取揚／ド

形

7.2 18 2.1i了
千慣
80
蕊1 千1
110 13.3 39．3 5．：

9．1 24 1.880 44
※2
140 23．4 31.〔 7.J



5．高知県高知漁業指導所

土佐湾産ヨシエピの生態について

6．山口県内海水産試験場調査研究業軟

第11巻第1号

第6編水産増殖クルマエ

7．緑瞥房「養殖」1968年2月；。

クルマエビ秘苗隼奉
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イソゴカイ養殖試験

田俊一

イソゴカイは産卵のため、生殖型となって砂層より浮出遊泳する。その時期（産卵期）は3月下旬～苫

月上旬にわたるが、産卵盛期は5月中旬～6月中旬である。をた卵から4～6カ月の飼育により釣餌.と

して用い柵る大きさ(0.3～0.49)に成長することもわかっている。産卵要因を把握し、産卵潤節

（特に産卵促進）を行なうことは、釣餌料の早期（盛夏）出荷ができるとともに、晩期採卵群との:：

回の生産が可能であると考えた。そこで既‘存施設を利用して産卵要因の検討を行い、2月から蹴熱加温

による産卵促進試験に蒲手した。さた飼育槽の構造や飼育の方法を改良し、企業として200彫生産筆

位に要する親虫の数、施股の規模等を検肘した。一万養殖技術の普及・指導を行った。

1.産卵要因

温庇について図-1に示す方法で冷却区、加温区を設け、産卵個体の出現を調在した結果は図-2

に示すとおり加温区が股も早く、次いで常温（対照）区、冷却区の順になることが判明し、常温区、

冷却区では嘩卵個体出現は水温18～24℃で、とくに20～24℃のときに出現が多い。

月令については関係
湾揮望

6931弧…『*¥Uはたいようである。

昼夜の明暗を逆にし

た区を股けたが、明ら

かな誌果は得られなか

った。

水位は夜間に低水位、

昼間は高水位としたが、

水位の高低に力功､わらず

夜仙lに出現することが多い。

本項の詳細は水産瑚殖2

158畑停以現

FFi
し
．

268個停唾弱

41J函俸室ﾛ礼
1．0．61－0，．1．

一
一
Ｉ図-I…およoaasHfl

錘…
A8や鍵向B2麺塞愛国

R3気月毎Pg垂＝卜

c5坪ﾆｦ室Mgミシダニ

ラ蹄y卸し垂F亡埠の）

”1▽1言

本項の詳細は水産咽殖21巻2号に，，イソゴカ

の錐硫に関する研究,-VIとして発表した。

画一2罰Iの垂シ錘gf璽錐ff理唾

2．飼育法等の改良と施設の規模

（1）採卯

採卵容器の内而をポリエチレンフイルムでおおい、海水を約4”の深さに入れた中に、浮出して

さた生殖型の雌雄を入れ、産卵開始と同時に5～1Omt用駒込ピペッi･で卵を底に均評に分散さ-藍
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付着終了（約10分後）の後、フィルムを取り上げ、適当な卵数になるように裁断する。

飼 育

卵の付新したフィルムは卵付若【､を|ざ側にして、後述の飼育棚(I上水，尚水位。通気）に浮かせ

てふ化させる。ふ化（水温20～23℃で約5日）後に海産クロレラ（約500万細胞/城）を原波

で約22与える。稚虫が潜砂生活に移った後（ふ化後I0日目）は低水位・流水、通裁とし、IIl

l回0.19程度の養鰻飼料を粉末の堂室投与する‘,投餌は止水として行い、投餌後約2時間は止水

とする。この後成長に応じて投餌回数および1回の品を徐々に咽加する。収0上げは水中て流を用

いて砂と避別して行う。

醤
飼育iftは60×10×15c7"のプラスチックコンテナ

一

一を用いて図－3に示す器材を取りつけたものて、飼

育床城0．5～2.0厘国の砂を用いる。なおI槽への注水

量は0．22／分、通気量は32／分であり、この場合

の親虫収容品および生産愚ともに1棚当り約2009で

A呂侭衝遜

Bg衝齢瀬

Cg樺ボ梶j塩久
B』g≦里

ある。o･塩ご鰹25興旧Tj1穂
図－3識虚しだ侭1脅酋i-.tUmiinmノ財弘

既報の浮出率・性比．産卵数．ふ化率、および従来c:壷E隈13mm剛璽11K

の試験結果での卵収容量と生産最等から200岬生産に要する親虫の数は余裕を見込んで1,000個体

（3槽に収容）。をた200彫生産には

土地・建物150nf揚水ポンプ60/:/'分以上

飼育柵1.000棚通気ポンプ3.0ni/分以上

飼育棚5段用その他配管一式

を要する。

本項の詳細は水産増殖21巻2号に“イソゴカイの獲殖に関する研究一Ⅶ'，として発表した。

3．電熱加温による産卵促進

既述の飼育棚I0C2段に配列）は産卵促進用とし、l槽にプラボードヒーター(100V,100W)

を各1枚づつ砂掴内に敷設し、温度制御は各段の代表l棚で同段の棚をH時にon-offする方式と

して農電型サーモスタットを22℃にして川いた。また他の10柵は縛られた卵からの加温m育川と

し、電熱としてフアーマット(100V,100W)をH嫌にして用いた。

産卵促進梢では2月9日からの加温に上り3月下旬から生殖壇の浮出かみられているが、3月末日

現在では採卵するに至っていない。(48年継続）

4養殖技術指導普及

管外128件管内

諦習会I回（於水試・47.3．9)

笛内関係者56名参鯉

4件
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のり養殖技術普及事業

安次嶺真義・小菅弘夫

昨年度に引き続き本年度は主として採苗と育苗および本府に適応する優良品種の導入など養殖管理に

重点を土､いて技術指導をおこなった。

1．のり養殖通報の発行

昭和47年10月～48年3月の間に計5号を発行し、技術指導並びに各種情報の提供を行った。

2．のり養殖技術巡回指導

昭和47年2月～同年9月（糸状体培獲期）同年9月～48年3月（採苗期及び養殖mm)毎月1

回～21"]定期的に巡回指導を行うとともに必要に応じ、その都度個人指導を行った。

3．のり養蔑概況

(1)のり養雇の現況

本年度の府下養殖概況は次表のとち､りである。

46年Z 47年IE

経営体§ 83 71

施設鋭柵 8641 9746

網ひび使用枚数（枚 21．631 25.200

生曜枚数（司秒 18．11 23．904

I梱当り生産枚数(枚I 2.096 2．453

l網当り生産枚数(枚』 83‘ 94§

平均単価(Iエ 14．3: 14．9S

前年比 備身

0.9

1．1

.16

、32

．17

.ia

1.05

(2)養殖経過概要(9月～4月）

〔9月〕昨年と同様28日から中部地区の一部で野外採苗が行われた。

CIO月33日から全地区で野外採苗が行われ、ピークは12～15日で20日に終了した。芽つ

きは、早く採苗したものはやや不良であったか、6日以後採苗のものは順綱に生育した。

CM月〕人剛が盛んに行われ、特にアオの付若が多いため干出や冷蔵による駆除が各地で行われ、

12日頃から北部・中部にお､いて－部本強りか開始された。
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C12月〕全域で木恨りが行われ本格的義殖時期に入った。全国的にノリの伸び足は:i',(i洲で耐品質を

良好である。20日頃から摘採が始まり大体一網から450～600枚の生唾があった｡

本年度は本扱りが例年より早く、年内の共販枚数はI00万枚に達した。
●●｡｡

〔1月〕生産は続行された。一時伸び悩みの時期があり、ケイ藻の付粉やがさつきがあったが全

般的には順調に経過した。

一時中部、南部に赤グサレ病が発生したが局地的で大事に至らなかった。

〔2月〕生産は引続き順澗な伸びを示したが後半赤グサレ病が全域に蔓延し不良網の撤去と冷蔵

網の出庫が盛んに行われた。

〔3月〕赤ｸ･サレ病もやや下火となり生室は続行され伸び足も良好であったが、終漁期が近ずぎ：

にしたがい色落ちやがさつき、葉体の老化が目立ち品質が低下した。

下旬には浮流しセットの2～3割が撤去された。

C4月〕ケイ藻の付瀞が多くなり、色落ちも次第に激しくたり中旬過ぎにはほぼ終漁となった。
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瀬戸内海栽培漁業事業

1）クルマエビ育成放流事業
時岡 博

瀬戸内海栽培漁業協会より配布のあった薗苗を下記のとおり一定期間育成管理し大阪湾の適地に放

流した。

クルマエビ中間育成および放流状況

なお泉佐野における網囲い中間育成には、地元泉佐野漁業協同組合の参加を柵て行った。

2）魚類放流技術開発調査事業

安次嶺真義・石渡博

前年度に引続きガザミの資源生態漁場調盃と放流管理技術開発調査を実施した。

1．資源生態漁喝頂査

（1）ガザミ生息状況調査

i前期綱盃（6月～8月）

椎ガニの発生とその生息状況を調査する目的で、過去にガザミの好漁場であり今後の放流予定

海区である泉南郡阪南町箱作から泉南市岡田に左たがる地先（直線距離9.000t"の距岸100m,

300m,500m,線上に9定線を選定し（図1)63～8月堂で月1～2回採典を行った。

採集の方法は小型石桁網を使用し速度50m/minで約20分間曳網し、各定線を繰返し、2回

行った。－88－

球
受入

月日

入
数
受
尾
育賊

万註
放流月日

放沸

尾割
放流場〕

谷jr 7月4日
蒲
00 陸上別 7月麹I

蒲
郡 泉南郡阪南町西鳥取地先

泉佐野 8月10B ㈹1 網囲レ 8月271 1．80 泉佐野市野出地先

谷jl 8月25日 001 陸上洲 9月21( 40 泉南部阪南町輔作地先

直接放箭 8月29日 OOi 8月四I 00 泉佐野市野出地先

10月121 00 10月12日 00 泉南､噸南町浦作地先

郡
回 ’ 00 90



〔結采〕

誌果は表Iに示したとのりであった。

即ち甲殻類は17耐類で出現率の高いのは、ヒシガニ（23．9彫）、イシガニ(20.0%

でガザミは毎回1尾以上漁糎されたが（9．2影甲巾93～146偏腫)椎ガニは採築されなかった

その他魚類は16刷頑でオコゼ（34．7％）、アミノハギ(23,096)、マイワシ（18．

影）であった。

調蕊地点の水深は1.6～6.5m、底質は砂泥賀で潤盃時の観測桔果は下記のとおりである。

水温

比亜

p蔦
今

表屈

底届

表雇

底屈

表曜

底屈

6月3OB

22．0～23.0

20.9～21.0

8.00～8.50

7．70～8.10

7月17

1

24．6～28．4

23．3～24．

15.0～16,13

20．0～22．8

8．45～8．7

8．20～8.1

8月l患 8月24t

28．9～29．1 26－6～28－2

24.0～25.1 25．9～27.0

17.0～20. 19.6～2Li

20．0～22.’ 20.0～22.5

8．65～8．9’ 8．30～8．8弓

8.10～8．41 8．31～8．80

II.後期調査(11月～12月）

漁業資源としてのガザミの放流効果を訓壷するため放流地点沖合1000"r~5000'〃を各月閏

回漁船にエる試験操業を行った。

〔結果〕

漁狸前類及び数風（尾数）は表2に示した。即ちガザミは甲巾I07～149**、体重

1189～4089のもの12尾が漁獲された。その他の漁獲物では魚類がI6種、カニ類9画、

エビ類10稲であった。

'2）漁釜牛産実態調査

7月より西鳥取漁協と下荘漁協の石桁網l鰹を選定し毎日の漁獲状況を下記操業日誌にエリ調ず‐

した。

〔結采〕

結果は表3，図2－1．2に示したと

おり比較的沿岸部に多く漁種されておりそ

の大きさは全期を通じ、大（4003以上）

556尾、中(200v～‘1009）2．022尾

小（2009以下)I．754尾で中型が股も亀，

〃ず

郷ﾏヱ

燥衆日畢、

刈白

かつた。
<注)*400g以上、中ZO0g-4000,小Z00g以下

一厩）‐



2．魚類放流管理技術開発調査

昨年度に引続き本年度も瀬戸内海栽培漁業協会から配布された、ガザミ幼生を放流種苗として適格

と思われる椎ガニまで保護育成することを課題として実施した。

(I)保蹟育成場

i・設置

保護育成場の設瞳は昨年度と同様浮子式囲網による方法を採用した｡設股場所は波浪、うねり等

気象､海象条件と水質･底質･水深及び飼育管理面を考慮して泉南郡阪南町箱作地先を選定した。設

瞳場所はテトラポツトの一文字型潜堤（長さ150m、巾4m)の内側距岸40mの所で水深3

m、底質は砂泥質である。

なお設置場所附近の流向流速は表4，図6に示した。

ii.施設の内容

なお囲網内にはシェルターとしてサンライン網地のもの（大きさ3m×2m)10枚を懸垂する

とともに（図5A)ビニロン製人工付着藻（長さ1．5m通称きんらん)200本を図5BCの

ように設置した。

(2)保瞳育成用ガザミ幼生の飼育

i.ガザミ幼生の受入

ガザミ幼生は瀬戸内海栽培漁業協会雫野事業場で生産されたメガロッパ期30万尾を海上輸送

し16日午前9時保護育成場に収容した。

輸送時間は約10時間でその間のへい死は約33％歪受領尾数は20万尾であったが活力は良

好とはいえなかった。

II.飼育経過と結果

放養当日餌料はプラインシュリンプ幼生を与え翌日からはプラインシュリンプ幼生と雑魚、雑

エビの混合スリ身を7．5町づつ朝夕2回投餌した。

育成場における生育状況は収容の翌日（17日）堂でメガロッパ期のものが僅かにシェルター

－”一

武
＃
桜
州
子
子
リ
脚置時

方
形
筋
線
弱
）
再
哩
飢
ィ
詔

浮子式囲聯

E＝ 型
面積200㎡(20m×10m)高さ4i

ポリエチレン網16×16メッシュ(18目）

①合成浮子PC-2N250{E
②合成浮子(OH・STB)6fl

チエン12X6Or

片爪イカリ20K94M

47年6月



附近に遊泳するのが見られたが18日以降は全く認められなかった皇

8月22日第1回の囲網内の潜水調査を

実施したが変態した椎ガニを発見すること

は出来なかった。引続き投餌を行い放流予
弄

定日の29日囲網の撤収時、囲網とシェル言

ターを丹念に調査したが椎ガニは全然認め

“葡成鴫の水逼.比重 －7厘垂！
←－．．17菌…

・
升
・
可
計
・
唖
・
外
１
１

睦
鮮
噌
歩
Ｉ

～漣一望一

られず、おそらくメガロッパは18日～｡項冒 17旧19”20垂23課25壷註728雪臣二

19日には既に死滅したものと思われる。

飼育期間中における水温、比亜は上図に示したとおり水温25℃～28℃、比璽20.0~

24．0であった。

iii.放流効果追跡調査

ガザミ幼生の飼育終了後は放流を行い9月～12月室で小型底曳網漁船にエリ放流地点を中心

に追跡調五を行う予定であったが放流種苗の全滅により調査を中止した。

なお本年庇ガザミの保讃育成経過からみて、来年度以降の受入れ甑苗は少くとも稚ガニ（I令

が最小限度であることを痛感したので、その旨栽培漁業協会へ申し入れることとした。

－91－



第1表前期ガザミ調査漁獲組成表
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第2我後’’1調盃漁狸組成表

－31－
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第3表標本船月別漁獲状況
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職員現員 表

（昭府148年8月末現在）
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(人件費を除く：

千識

漁海況，水質，資源等調査費 4．29

イロツト設置 15,500

養殖試験 2，206

産技術普及事案 968

培漁業事皇 2．637

査船運航整倫 5．25

設盤備工里 14.Ii00

7,808

52．96
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